
 

 

 

 

 

 

 

 

マグホワイトによる大豆のカドミウム吸収抑制効果 

農村工学研究所 農村基盤研究領域 事業評価担当 

ストックマネジメント事業による農業水利施設 

長寿命化の評価 

機能診断調査で得られた施設の劣化度や適応可能な対策工法等の情報を用いて、水利施設全
体の総合耐用年数と年減価償却費の変化から、ストックマネジメント事業による施設長寿命化年
数とその効果を定量的に評価する手法を開発しました。 

研究のポイント 

表１ 事例地区における機能診断調査の実施結果 

・ケース１）は、計画での想定（ケース０）よりも3.9年長寿命化すると予測できます。 

・予防保全対策（ケース２）を行えば、さらに3.8年長期に利用できるようになると予測できます。 

分析の方法 

施設の長寿命化 

国営造成施設
　幹線水路 S-4 49,740
       〃 S-3 5,527
　頭首工（３カ所）

本体工 S-4 一式 1979年
施設機械・電気設備他 注2 一式 1979年

関連(県かん） 注3 1984
関連(県圃整備の水路分） 注3 一式 1984

延長
（ｍ）

供用開始年
度

1978～
   1984年

工種
機能診断時

劣化度

写真１ 予防保全補修の例 

表２  施設の年減価償却額 

 
（千円，年）

標準
耐用年数

減価償却
費

Ｓ-1になるま
での年数

減価償却
費

Ｓ-3になるま
での年数

予防保全
費

予防保全
耐用年数

改定耐用
年数

減価償却
費

① ②
③＝①÷

②
④

⑤＝①÷
④

④’ ⑥ ⑦
⑧＝④’+

⑦
⑨＝（①+
⑥）/⑧

国営造成施設

　幹線水路（S-4） 11,227,543 40 280,689 58 193,578 42 1,365,149 30 72 174,898

　　　〃　　 （S-3） 1,247,505 40 31,188 42 29,702 29 1,169,996 30 59 40,975

　頭首工（３カ所）

本体工 7,414,248 50 148,285 60 123,571 42 197,266 34 76 100,152

施設機械（ゲート類） 1,377,719 30 45,924 30 45,924 30 30 45,924

電気設備 1,291,423 20 64,571 20 64,571 20 20 64,571

水管理施設 59,465 15 3,964 15 3,964 15 15 3,964

国営造成施設計 22,617,902 574,621 461,311 2,732,411 430,484
（ケース０に対する比率） ( 0.80 ) ( 0.75 )

関連(県かん） 1,674,037 40 41,851 40 41,851 40 41,851

関連(県ぽ,道・水路分） 20,721,155 35 592,033 35 592,033 35 592,033

全体計 45,013,094 1,208,504 1,095,195 2,732,411 1,064,368
（ケース０に対する比率） ( 0.91 ) ( 0.88 )

機能診断（ケース１）
（S-1で本格改修）

計画（ケース０）
整備費用

（1980年価
格）

予防保全対策（ケース2）
（S-3で予防的に補修整備）

工種

・ ケース０：計画 

 ケース１：施設供用
開始から30年間の
経過と同様に今後
とも施設が推移す
る場合 

 ケース２：予防保全
的に早期に補修を
行う場合  

・ ケース１は、計画で
の想定（ケース０）
よりも、年減価償却
費が約20%低下。  

・  予防保全対策
（ケース２）は，さら
に５％の年減価償
却費が低下。 

 

（千円，年）

年減価償却
費

総合耐用年
数

年減価償却
費

総合耐用
年数

建設費＋予
防保全費

年減価償
却費

総合耐用
年数

① ② ①／② ③ ①／③ ④ ⑤ ④／⑤
国営施設 22,617,902 574,621 39.4 461,311 49.0 25,350,313 430,484 58.9
関連施設 22,395,192 633,884 35.3 633,884 35.3 22,395,192 633,884 35.3
全体 45,013,094 1,208,504 37.2 1,095,195 41.1 47,745,505 1,064,368 44.9

区分

計画（ケース0） 機能診断（ケース１） 予防保全（ケース２）
建設費


